道路の占用許可等に関する条件書
（道路の掘削並びに復旧工事を伴わないもの）
　道路の占用許可若しくは承認又は同意（以下「許可等」という。）を受けた者（以下「占

用者」という。）は、道路法、同施行令その他関係法令を遵守するほか、次の条件に従わなければならない。

１　占用者は、占用物件が、道路の構造、保全若しくは道路の交通上又は公益上障害となら

ないよう、占用者の負担において、適正に維持管理すること。

２　占用者は、あらかじめ道路管理者の許可等を受けた場合のほかは、この許可等により生

ずる権利又は義務を他に委譲し、若しくは貸し、又は継承させてはならない。

３　占用者は、あらかじめ道路管理者の許可等を受けた場合のほかは、占用物件に他の物件

（広告看板、標識、幕、電線等）を添架、添付させてはならない

４　占用の形態、占用物件の仕様等が許可等の内容と異なる場合又は許可等の条件に違反し

たときは、この許可等を取り消し、若しくは許可等の条件を変更し、又は占用を一時停止

することがある。

５　占用者は、占用物件が他の占用者が許可等を受けた工作物等に損害を与え、又は何らか

の影響を及ぼす恐れがあると認められるときは、あらかじめ当該関係人と協議して適当な

措置を講じておくこと。協議が整わない場合は道路管理者の指示に従うこと。

６　占用者は、占用物件が道路管理上の支障となった場合又は支障を生じさせた場合は、速
やかに道路管理者に届け出るとともに、その指示に従い、占用者の費用負担において当該
物件を撤去し原状に復旧すること。

７　占用者は、占用物件が、道路管理者が公益上必要があると認める工事又は道路管理者の

許可等を得て施工する工事の支障となる場合は、道路管理者の指示に従い、占用者の費用

負担において当該物件を移転又は除去すること。

８　占用者は、道路管理者が公益上必要があると認める工事又は道路管理者の許可を得て施

工する工事により占用物件に障害又は変更を来たすこととなっても、これを拒み、又は異

議を申し立てないこと。

９　本占用により生じた第三者との紛争は、占用者の責任において損害を賠償し、又は紛争

を解決すること。

10　占用者は、占用期間が満了し、又は占用を廃止する場合は、速やかに原形に復旧し、道

路管理者へ届け出ること。なお、原状に回復することが不適当な場合で、道路管理者にお

いて必要な措置を指示したときはこれに従うこと。

11　占用者が、この許可に基づく義務を履行しない時は、道路管理者が代わってこれを執行

し、又は第三者に執行させることがある。この場合の執行に要した費用は、占用者が負担すること。

12　占用者は、この条件書の附款に基づき道路管理者が発する措置命令等により損害を被る

ようなことがあっても、その賠償を請求しないこと。

13　占用者は、占用期間満了後も引き続き占用をしようとする場合は、あらかじめ道路管理者に更新許可の申請をし、許可を受けること。

14　占用者は、許可内容を変更する場合は、あらかじめ道路管理者に変更許可の申請をし、許可を受けること。ただし、軽易な変更である場合は、次条によること。

15　以下の場合は、所定の様式により届出を行うこと。

（1） 工事を完了したとき

（2） 工事を中止したとき

（3） 道路法施行令第８条に規定する軽易な事項の変更をしたとき

（4） 住所若しくは氏名を変更したとき

（5） 占用を廃止したとき

16　占用者は、高知県道路占用料徴収条例の規定に基づき算定された占用料を、納入通知書

により指定期限内に納付すること。また、法令等の改正により占用料が変更された場合は、

改正後の規定による占用料を納付すること。なお、既に納付した占用料は特別の場合を除

き返還しない。

17　上記のほか、道路管理者が道路管理上必要な措置等を指示したときは、速やかにその指

示に従うこと。

（行政不服審査法に基づく教示）

　この処分に不服があるときは、この処分のあったことを知った日の翌日から起算して60日以内に高知県知事に対して審査請求をすることができます。

（行政事件訴訟法に基づく教示）

　この処分の通知を受け取った日（当該処分につき、審査請求又は異議申し立てをした場合においては、これに対する裁決又は決定（以下単に「裁決」といいます。）の送達を受けた日）の翌日から起算して6ヶ月以内に、県を被告として、処分の取り消しの訴えを提起することができます（なお、この処分の通知を受け取った日又は裁決の送達を受けた日の翌日から起算して6ヶ月以内であっても、処分の日又は裁決の日から1年を経過すると処分の取り消しの訴えを提起できなくなります。
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